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序

今回の 『三郷村の埋蔵文化財第7集 』では、北小倉の五反田遺跡や、楡の三角原遺跡

の範囲確認調査、龍峰寺焼失跡調査などここ数年の小規模調査の成果が簡潔にまとめら

れています。

ことに五反田遺跡では、三郷村では初めてとなる縄文時代中期の敷石住居趾が発見さ

れました。この場所は周知の埋蔵文化財包蔵地に含まれておらず、下水道工事を請負っ

た業者から発見の一報が もたらされました。工事現場においては、発掘作業に最大限の

ご協力 をいただきました。三郷村の歴史が埋 もれることなく記録されたことは望外の喜

びであ り、『三郷村誌H』 の編纂にも間に合ったことは言うまでもあ りません。

また、三角原遺跡の範囲確認調査は、村誌編纂委員の丸山善太郎氏のご厚意により、

遺跡近 くに所有する畑地で実施されました。折 りしも広域排水路事業による三角原遺跡

発掘調査 により、遺跡の概要が明らかになってきた時期だけに、この調査は意義深いも

のとなりました。これにより三角原遺跡の範囲がほぼ特定でき、今後の歴史解明の貴重

な資料 とすることができました。

そのほか、民間の宅地造成事業にかかるため、明治元年に焼失した記録のある龍峰寺

跡を緊急 に調杢 しました。周知の埋蔵文化財包蔵地でないという制約などもあり限られ

た調査でしたが、焼けた柱穴が整然 と出現 し、当時の出来事に思いを馳せました。

今回の 『三郷村の埋蔵文化財第7集 』は、三郷村最後 となる埋蔵文化財報告書です。

専門の学芸員 を置 くことのなかった三郷村では、その調査の多 くを村外の先生方にお願

いしてきました。ことに松本市梓川の山田瑞穂先生には、第1集 の黒沢川右岸遺跡調査

以降、三郷村におけるほとんどの試掘調査、本発掘調査に携わっていただきました。こ

の機会をお借 りして、心より感謝 とお礼を申し上げる次第です。

また、東小倉遺跡IV次調査以降、三郷村の遺跡に関わっていただいた今村克氏 を始め

とする発掘関係者の皆さん、五反田遺跡の発見報告 と調査へのご協力をいただいた㈲中

部エンジニア石曽根榮社長ほか、ご協力いただいた多 くの方々に心より感謝を申し上げ

ます。

平成17年9月

三郷村教育委員会

教育長 中村 孝信
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例 言
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本書は、長野県南安曇郡三郷村教育委員会が実施 した埋蔵文化財発掘調査および試

掘 ・確認調査等の記録 を収録 した埋蔵文化財調査報告書である。

本書には北小倉の五反田遺跡発掘調査や、楡の三角原遺跡の範囲確認調査、龍峰寺

焼失跡調査 など 『三郷村埋蔵文化財(資 料集)』以降の小規模発掘調査、試掘調査、

範囲確認調査成果を収録 した。

調査は、三郷村教育 委員会が調査団等を組織するなどして実施した。

本書の編集は、主として那須野雅好と山田瑞穂、今村克が行い、中田育成、佐々木

信子がこれを補った。

本書の執筆は、調査団で決定 した分担によって行い、各章末に氏名を明記すること

により文責を明 らかにした。

本書収録各報告の地質 ・岩石等については木船清氏の玉稿、ご教示を得た。

調査の諸記録 ・実測図 ・遺物は、三郷村教育委員会において保管 している。
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第1章 二木豊後屋敷跡試掘調査

1調 査位置

三郷村大字明盛1710番 地1

2調 査に至る経緯 とね らい

小笠原貞慶から西牧領分の代官に任命された二木豊後の屋敷(東 西30問 、南北20問)

が存在したとされる地が宅地造成されることになった。これまでに遺物や遺構が確認さ

れていないため、周知の埋蔵文化財包蔵地には指定されていないが、古 くより二木豊後

の屋敷跡とされてきた経緯から、その確認調査 を実施するに至った。この調査では屋敷

跡に伴う遺構(建 物趾の礎石や掘立柱建物の柱穴、堀や土塁の痕跡等)の 確認 と出土遺

物 と二木豊後の屋敷 との関連に主眼をおいた。

3確 認調査 日

平成13年9月18日(幻

4調 査参加者

調査指導員:山 田瑞穂

調査員:福 島 嗣 ・赤羽根嘉矩 ・曽根原孝和 ・矢野口佳郎 ・那須野雅好 ・西澤弘修

第2図 トレンチ配置図
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5調 査結果 ・所見

調査のね らいの達成をはかるべ く、明盛1710番 地1の 水田に、第2図 のように長さ50

m、 幅2mのA・B2本 の試掘溝1を東西方向に設定して、遺構の存在や出土遺物の有無

に留意 して実施 した。その結果、以下の結果が得 られた。

①土層は、水田耕作土(20～25cm)、 水田のシキ(沈 殿赤褐色土(1～2cm))、 から砂

質茶褐色土、砂礫層(第3図 、木船清氏実測)と 移層するのが一般的であるが、西側

道路寄 りは砂質茶褐色土層がな く、水田のシキからす ぐ砂礫層 となっている。東へ進

むにつれて砂質茶褐色土が次第に増 して20cmを 測るところもみられる。

②土層から、西から東へゆるく傾斜 した梓川の氾濫原が観察 され、遺構等掘 り込みが存

在すれば容易に判別できる土層 といえるが、何 ら確認はできなかった。

③出土遺物は、内耳鍋 と陶磁器の小破片が僅:か10片出土 したのみである。写真図版は57

ページから掲載 した。内耳鍋は口縁部片で、口縁部が外反する・器形をとるものである

(写真1)。 陶器 は、瀬戸美濃産の鉄粕 と灰粕の掛け分 けした17世紀後半～18世 紀初

頭の碗(写 真2)、18世 紀後半～19世紀の鉄粕の茶碗(写 真3)、 呉須の下絵の上に灰

粕をかけた19世紀前半の染付碗(写 真4)、 産地不明(肥 前産かも知れない?)で あ

るが18世紀前半の灰粕丸碗(写 真5)が ある。磁器は、瀬戸産の19世紀後半の白磁小

杯(写 真6)が ある。

以上の調査結果から、二木豊後屋敷に結びつ く遺構 ・遺物の確認はなかった。強いて

結びつけるならば、一片の内耳鍋片のみということで、他の出土遺物はすべて江戸期の

ものである。

(山田瑞穂)

第3図Aト レンチ土層断面図(木 船清氏実測)

一2一



第2章 五反田遺跡発掘調査

調査地は東小倉の集落か ら県道小倉梓橋停車場線 を西へ上 り、主要地方道塩尻 ・鍋

割 ・穂高線と交差する地点か ら右折 し、北に150m程 進んだ西側の傾斜地にある。周辺

は水田 ・畑地と住宅が混在 している。

この場所は鳴沢川の扇頂部にあたり、標高は695～697mを 測る。周辺には西側上方に

才の神遺跡(縄 文時代前期～晩期)、東側下方に鳴沢B遺 跡(縄 文時代中期中葉～後葉)

がある。本遺跡出土遺物 とも時期的に重なる部分があり、関連が注 目されている。

1調 査の経緯

東小倉遺跡調査中の平成14年9月 、下水道工事業者か ら教育委員会に工事中に土器が

出土 した との通知があった。急遽現地で埋蔵文化財保護協議を実施 した結果、工事業者

の快諾をいただいて10日 間程度の日程で発掘調査を行 うことになった。

2調 査期 間

平成14年9月12日 困 ～21日(±!

3調 査方法

調査は下水道工事が行われる範囲、幅1.2m× 長さ60mで 行った。県道か ら西 に30m

入った地点まではすでに工事が終了 していたため、これより西方へ向けて調査 を進めた。

重機を使用 して道路基盤 ・客土部分を掘削し、遺物を含む黒色土上面か ら遺構検:出面と

なる黄色ローム質土上面まで徐 々に掘 り進めた。

4住 居趾

(1)第1号 住居趾

位置W20～W25

規模 ・形状 柄鏡形敷石住居 と考えたい。主体部は直径3m。 張 り出し部の規模は不明

確だが主体部東側に点在する石が張 り出し部を形成 していた一部と思われる。

検出 ・調査状況 黒褐色土中に土器片が採取でき、慎重に掘 り下げていったところ径40

～50cm程 の礫上面が現れた。 これまでに同工事で立ち会った東側部分では黄色土ローム

上層の黒褐色土中には2cm～ こぶ し大までの礫は含まれていたが、このような大礫は見

当たらず、礫上面か らは人力で掘 り下げることにした。西側へ向かって掘 り進めると同

程度の礫が次々と出現した。配石遺構の可能性を考え下水同工事幅を一部拡張 して礫の

検出に努めた。その結果、3m四 方の範囲に大礫と土器片が集中して現れた。多 くの礫

は平坦面 をそろえている点や、全体の形状から敷石住居 とした。
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柱穴 不 明

炉趾 不 明

遺物出土状況 第6図 は上面 の遺物 ・礫 を含 めた第1段 階の図であ る。出土 した土器片

は破 片で礫 問か ら出土 している。 まとまった個体 はない。西側奥か ら北側 の礫 は残存状

況が よ く原位置 を保 っている と考 え られ るが、南 西部 はまば らに残 っている状 況であ る。

主体部中央 には通常 は石 囲い炉 を持つ事 例が多 く見受 け られ るが、本住居趾 にはその痕

跡が ない。南西部の石敷 きが ほ とんど見 られないの と関連 して、廃 絶後 の破壊 を受けた

可能性 もあ る。調査 は下水道管 の埋 設 によって破壊 される範囲(調 査 区の南半 分)に つ

い てのみ石 を取 り外 して、下部構 造 を観察す ることに した。その過程 でAの 石 直下か ら

埋i甕を発見 した。中型の深鉢 を正位 に据 えていた。

遺物(第10～11図)出 土遺物 に土器 と石器 がある。土器 は器 形の判 るのが 第10図1の

みで、本趾 の埋 甕である。 口縁部 に最大径 のあるすっ きりとした姿 の深鉢 で、 口径15cm、

器高30cm、 底径9.5cmを 測 る大 きさである。口縁 部か ら下が る円形状 区画 内に箆描 きの

短線が無造作 な感 じに引かれてい るが、 「ハ」の字状 になっている箇所 もあ る。 中期後

葉IV期 に比定 され る土器 である。

拓本 は第11図 の1～15で ある。1は 無文部の多 い口縁部片であ り、勾玉状文が並ぶ。

茶褐色 を してざ らついた器面 である。2は 取 りあげNQ11土 器で、 やは りざ らつ いた感 じ

であ り、 口縁下 に隆帯 と勾玉状文があ る。3も 摩滅 してざらついた器面 であ る。取 りあ

げNQ4と6を 接合 した口縁部片で、沈線 間には明確 でないが縄文がつ け られて いる。4

～11は 縄文が施 された一群 で、7以 外 には垂 下す る区画内 に縄文がみ られ る。7は 口縁

部片 で3と 同手法である。12、13に は細 い線描 きが、13に は横方 向に、12の 底部 には垂

下す る線 の問に斜め方向にそれぞれみ られる。12の 斜線区は無文 と斜線が交互 になって

3区 画 となってい る。底径 は11cmほ どである。14、15は 底 部片 で、15に は隆帯が底部に

まで下 りている。いずれ も中期後葉IV期 に位置つ く土器であって、本祉 の所属 時期 もそ

こにおけ よう。

取 りあげNαは、4がNQ2、5がNQ6、11がNQ7、13がNα10、14がNQ6、15がNα8と さ

れてお り、敷石直上の ものが6、7、10、12、 敷石下が8と9と 記録 されている。

石器 は第10図1の 打製石斧 と2の 凹石 の各1点 であ る。打製石斧 は泥岩製 で撲形 とい

うよ りは有肩扇状形 と呼ぶほうがふ さわ しく、敷石直上 か らの 出土である。長 さ16cmを

測 る。凹石 は片面 にわず かな凹みがみ られる。安 山岩製 で10.7cmの 長径 となっている。

(2)第2号 住居趾

位置W45～W48

規模 ・形状 円形住居趾 の一部 と思われるが規模 は不 明である。

検 出 ・調 査状況 長 さ3.5mの 黒褐 色土 の落 ち込 みを検 出 した。掘 り下 げてい くと黄色

土の床面が現 れた。壁 の東側 はやや斜 めに落 ち込み、深 さ22cmを 測 る。西壁 はやや角度
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を強 めて立 ち上が り、深 さ13cmを 残す。

柱穴P1は 深 さ36cm、P2は 深 さ47cmを 測 る。

炉趾 不明

遺物(第12図1～12)土 器片 だけの出土 で、器形の判る ものはな く、量 的に も少 ない。

拓本 は第12図1～12で ある。1は 取 りあげNα1土 器で、口縁が 内屈す る器形 を とってい

る。半裁竹管工具 を巧みに使 って、縦、横 に平行沈線 を引 き、 口縁部 には口縁 と曲が り

部 に同工具 による爪形文が刻 まれている。2～12に も同様 の平行沈線文がみ られ、11、

12は 格子状 になってい る。梨久保式 の内容 をもつ一群 で、 中期初頭 に位置つ く土器であ

る。

5土 坑

各土坑か らの出土遺物は、量的にも少なく、土坑に伴 うものかどうか問題も残るが、

出土記録 として全資料に及ぶよう配慮 して図示に努めた。

第1表 土坑観察表

土坑Nα 平面形
規模(cm)

長軸×短軸×深さ
備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

隅丸長方形

不明

不明

不明

円形

不明

不明

不明

円形

長円形

長円形

円形

円形

円形

不明

不明

66×52×30

(110)X92×28

(130)x120×22

(74)X74×18

90×90×17

94X(80)X32

(120)X(90)X15

(74)X70×28

22×20×17

39×24×51

29×23×11

52×48×19

55×48×19

56×56×32

60X(60)X11

110X(110)X17

区域外にかかる。

区域外にかかる。土4と 接する。

区域外にかかる。土3と 接する。

区域外にかかる。土7と 接する。

区域外にかかる。土6と 接する。

カクランに切 られる。

区域外 にかかる。

区域外 にかかる。2号 住居趾 に切 られる。
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(1)土 坑2(第12図13～14)

13は 櫛歯形工具 による刺突文のある口縁部片 で、神 ノ木式土器にみ られる特徴 的な施

文 を もっている。14は 胎土 に繊維 を含 む もので羽状縄文がみ られる。2片 のみ出土 した。

(2)土 坑3(第12図15～16)

土・器片2片 の図示で、土坑2と 同内容 の土・器である。16と 同 じ縄 文の繊維土器片 が1

片あって、3片 の出土で ある。

(3)土 坑6(第12図17～21)

17は 小破片 の口縁部 のため明確 に把握 で きないが、 山形 をなす口縁 か ら垂下す る粘土

紐状 の ものがみ られる。 中越式土器 にみ られ、垂下粘土紐 とか垂紐貼付文 と呼 ばれる も

のであ る。中越式土器 は胎土 に繊維 を含 む ものが少 ないが、本 片には胎土 に繊維 の含有

があ り隆帯上に小 さな丸 い刺突がみ られる。18、20は 縄文 をもつ もので、18に は繊維の

含有があ る。19は 櫛歯状刺突文のあ る神 ノ木式土器 に属す るものである。21は 口縁部片

で、隆帯 に爪形 の刻 目が連続 してつ けられている。いずれ も縄 文前期初頭 に位置つ く土

器であ る。

5片 の図示であるが他 に縄文の施 された繊維土器が2片 あ るので、本土坑か らは7片

の出土 をみた ことになる。

(4)土 坑7(第12図22～25)

いずれ も縄文の施 された土器片で22～24に は繊維の混入がある。他 に図示 しない もめ

で繊維 を含む もの3片 、含 まない もの1片 があって、本土坑 出土 は8片 であ る。前期初

頭 に位置つ くもの とみ られる。

(5)土 坑10(第12図26～29)

26は 繊維 を含み羽状縄 文のみ られ るもの、27は 撚糸文のつ くもの、28は 垂 下粘土紐 と

横方 向へ平行線がみ られる もの、29は 神 ノ木式土器の手法がみ られる もので、いずれ も

先記土坑 と同 じく縄文前期初頭 に位置つ く土器 である。

6遺 構外出土遺物

遺構外出土遺物としては土・器、土製品、石器がある。

土器は大別すると3期 になる、その1は 縄文早期末から前期初頭にかけて、その2は

前期末から中期初頭にかけて、その3は 中期後葉 ということになる。まとめて記 したい。

まず、その1で あるが、中心になるのは前期の神ノ木式、有尾式である。 また、それ

に先行するものやそれに伴 うものも若干みられて、他の時期 とのつなが りが考えられる。

第13図10は 口縁部片で、口縁下に大型の爪形文が並ぶものである。これは石山式土器

(滋賀県)に みられる特徴的な施文であ り、近 くでは松本市安曇乗鞍高原の位沢遺跡で

出土があってそれらとの影響が考えられる土器である。早期末に位置づけられる。同図

1は 口縁部に縦の沈線が並んでいるもので、中越式に属するものなのかどうか迷 う土器
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である。17は 木 島式(静 岡県)で 、オセ ンベイ土・器 と呼ばれる器厚の薄い土器 である。

黒沢川右岸遺跡 第3号 住居趾か らも出土 し、近 くでは松本市梓川荒海渡遺跡 か らも出土

して、 この時期 の遺跡 では よくみかけ る土器 といえる。11は 繊維 を含 み、口縁下 に隆帯

が横走 している。25は 関山式土・器(埼玉県)と み られる底部片で、半裁竹管工具 に よる

平行沈線 が幾何学 的文様 につ けられている。

そ して中心 になるのが2～9、18～24の 神 ノ木式土器 に属す る一群 である。櫛歯状工

具 による押圧刺突 が口縁部 に縦 につけ られる とい う特徴 をもつ もので、6、7に は更 に

下 に同工具 で平行線 を引 き再 び刺突 を2段 につ けてい る ものである己 この刺突文の下 に

は、6、7、8で みる ように縄文になる ものが あ り、18、19も 神 ノ木式 に伴 う縄 文 とみ

られる。 また底部 に も同刺突文が縦 方向につ け られ、20～24に み られる22の 底面 には刺

突 もある。

12～16は 櫛歯状工具 による刺突 を横方 向に並べ る一群で、縦、横方 向につけ る他 、山

形や菱形 に施 した特徴 ある もので、有尾式土器 の内容 となっている。良好 な資料 を出土

した塩尻市舅屋敷遺跡 の報告書では、5形 態、12種 に分類 しているが、それに よる と15

は1-13(横 並 び)、12はII-C(山 形状)、13はH-A(菱 形状)か 皿一B(菱 形状)と い

うことになる。 そ して、 これ ら神 ノ木式、有尾式 に伴 うとみ られる縄 文の施 された もの

を第14図 にま とめた。1～12は 胎土 に繊維 を含む もの、13～27は 含 まない ものである。

出土地 点は、 第14図7、9は1号 住居趾:敷石 上、3、14、18等 をはじめ多 くが1号 住

居趾敷 石下 の出土 となってい るので、1号 住居趾周辺 に この期の遺構 が存在 したこ とが

推察 される。

次にその2の 前期末か ら中期初頭 の ものであ るが、前期末 は第15図1、2の 下島式土

器2片 を図示 した。他 は中期初頭 の3～7で 、特徴 ある三角印刻 文が3、5、6に はみ

られる。先記 した2号 住居趾 と同内容の ものである。

その3は 、 第15図8～19で ある。拓本 は沈線 間に縄文 の施 された8～10、12～14、19、

無造作 に引か れた と思え る沈線のみ られ る15、16、18、 「ハ」の字状 につ け られ た17等

で、中期後葉IV期 に比定 される土器であ る。

土製 品は第10図5の 土製 円板1点 だけである。土器片利用 の もので、長径3cmの 大 き

さである。

石器 は第10図3、4の 打製石斧である。3はNQ23遺 物で、長 さ11.5cmを 測 る泥岩製の

もの、4は 長 さ7.7cmの 砂岩製 で、マ ンホール西出土 となっている。

7小 結

この調査で確認された遺構については、敷石住居趾 をはじめ好資料を得たことは特筆

すべ き内容といえる。敷石住居趾 は近くでは松本市梓川荒海渡遺跡で確認されているが、

三郷村では初めてのもので、よい資料提示となった。更に東小倉遺跡でも期待 される住
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居といえる。

次に土器であるが、縄文前期土・器は、調整池北、黒沢川右岸、才の神の各遺跡で出土

はしているものの、神ノ木式土・器の量的にも多い内容は特記すべき好資料の提示 といえ

る。また共伴土器から他地域 との関連を考える資料を得たことにもなる。更に才の神遺

跡の拡が りを把握 したことにもなり、五反田遺跡の資料提示は大変大きな成果 といわね

ばならない。

この資料提示の基になった遺跡発見は、工事の遅延を省みず、教育委員会にその連絡

をして くれた㈲中部エンジニアの石曽根榮氏の埋蔵文化財に対する理解や協力があった

結果であって、ここに改めて敬意を表 したい。不幸な運命をたどり闇の中に消え去る可

能性のあった遺跡だが、その努力で世に出た次第で、限りない喜びを感 じるものである

ことを付記 してお く。

(山田瑞穂、今村 克)
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第4図 調査位置図





第5図 遺構配置図





第6図 第1号 住居趾:
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第7図 第2号 住居趾
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第8図 土坑
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土15 土16 土18

1:黒 褐 色土

試掘 トレンチ1 試 掘 トレンチ2

I

II

皿

IV

客土
灰色土
鉄分灰色土混入
鉄分沈殿層

V

Wl

茶褐色土
黒褐色土(土 器片混入)
暗褐色土
暗褐色土(小 礫混多)

第9図 土坑 ・試掘 トレンチ土層図
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第10図 第1号 住居趾埋甕 ・出土石器 ・土製円板(5以 外 は1:4、5は1:2)
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第11図 第1号 住居趾出土土器拓:影
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第12図 第2.号 住 居 趾:、 土 坑2・3・6・7・10出 土 土 器 拓 影

(1～12-2住 、13～14一 土坑2、15～16一 土 坑3、17～21一 土 坑6、22～25一 土 坑7、26～29一 土 坑10)
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第13図 遺構外 出土土器拓影(そ の1)
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第14図 遺構外出土土器拓影(そ の2)
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第15図 遺構外出土土器拓影(そ の3)(13)
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第3章 龍峰寺跡試掘調査

1調 査位置

三郷村大字温5635番 地1

2確 認調杢 日

平成15年7月28日(月)

3調 査参加者

調査指導員:山 田瑞穂

調査員:那 須野雅好 ・中田育成 ・丸山善太郎

4調 査 の 目的 と方法

龍峰寺は明治の廃仏殿釈後、水田化された り、住宅建設があった りして、その所在は

必ずしも明確 とはいえないものがあった。今回その想定地付近の水田に住宅建設計画が

進行 しているため、急遽立合調査を実施 して、明治元年火災に遭遇したといわれる龍峰

寺の遺構やその規模を確認することとした。

方法は トレンチ法を採用し、大字温5635番 地1の 水田に、南北方向に試掘溝iを設定 し、

重機により掘 り下げを行って遺構 ・遺物の存否 と土層の状況を確認することとした。

5調 査 の結果

(1)地 質 ・土層

龍 峰寺跡 の地質 は住吉神社東周辺 を中心 として、厚い ローム層が堆積 していたが、楡

公民館周辺 ではこの ローム層 はみ られなかった。龍峰寺跡周辺 の柱状 図を(第16図)に

示す。

地表が水 田になっているこの周辺の耕土 の厚 さは20cm位 で浅 く、その下部は小礫混 じ

りである。そ の下 に10c皿ばか りの砂礫 があ り、3cm大 の礫 を主 に含んでいる。 その下 は

黒褐色で ロー ム混 じ りの土壌で、部分的に酸化鉄の しみ こみが見 られ る二次 的な層 を示

す。地表か ら80cm以 下は茶褐色の砂礫層 で含 まれ る礫 の大 きなものは5cm大 である。 こ

の周辺 は農耕 には余 り適 さなか った場所 ではなかったか と思われ る。

土層 は、第1層 が水 田耕作土で20～22cm、 その下に第H層 の砂礫 を含 む茶褐色 土(水

田のシキ)が18～23cm、 そ して第 皿層 に黒沢川の氾濫 とみ られる砂礫が80cm程 堆積 し、

第IV層 の黄褐 色粘土質 ロー ム土に続 くとい う層序が一般的な土層 として観察 された。

火災 にあ った とみ られ る地点では、第H層 が赤褐色 を呈 し、下部 に黒色土の帯 が1～
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2cm程 み られ た。柱 跡痕 は第H層 下部 か ら第皿層上面部 にみ られた。

(2)柱 跡痕

南北方 向に設定 したA、B、Cの 各 トレ・ンチ に、柱 を立てた と考 え られる跡が確認 さ

れたので 「柱跡痕」 として とらえた。柱跡痕 の配列及びその規模 か ら、残 されている龍

峰寺建物 の間取 り絵図 と大筋で合致 する ことが判明 した。 また火災 に遭遇 しているこ と

も判 明 して、必ず しも明確 ではなかった龍 峰寺 の位置 を特定 で きた。柱跡痕 は、確認段

階では4種 ある ように観察 された。

その1は 、 第18図1～4で 見 るような礎石 のバ ランス をとったのではないか と考 え ら

れ る石 のみ られる もので ある。石 の周辺 は径40～50cm茶 褐色土 が固め られていて、そ の

下の砂礫層 に10cm程 の凹みがみ られる。 この凹み は人為 的に掘 り凹ませ たのか、胴突 き

で地固め をした際に砂礫層が沈んでで きたのか わか らないが後者 の ような感 じがす る。

石の周 りの堅い面 は円形 ない し隅丸方形 をな してい る。4の 柱跡痕29は 長楕 円形内 にバ

ラスが充満 していて1～3と 異 なるが石 をもつ こ とで共通点 を持 たせ た。 この仲 間が圧

倒的 に多 く、柱跡痕1、2、5、6、7、12、13、14、21、22、23、24、26、27、29、

30、32、34、35、39、41、42、43、44、45、46が ある。

その2は 、第18図5、6に み るもので、 その1の ような石 はな く、バ ラスが固め られ

た状態でみ られる ものである。その1同 様 に下 に浅い凹みを もつ。柱跡痕3、8、9、

10、11、15、16、18、25、33、36、37が 同内容で あ り、その中で も8、9、10、11、16、

18、36は 中央部の小石が よく焼 けて赤変 している。上 に礎石が あれば、 この ような赤変

は不可 と思われ るので直 に柱があ ったのであろ うか。

その3は40～50cmの 径 で凹みがみ られる もので、第18図7、8に 示 した。凹みの底面

に若干 の堅 さがみ られるが焼 けた痕跡は凹みその ものには観察 されなか った。柱跡痕4、

17、19、20、28、31、47、48が あ り、28の 凹みの両側に4個 の石が存在 したので、水 田

造成 の際 に抜かれた ものか考慮 したが不 明である。抜 かれた もの とすればその1と 同内

容 となるが、凹みの深 さか ら違いがある ように観察 されたので別 に した。

その4は 、第20図 の柱跡痕39、40の 柱穴 である。断面 図でみるように径40～50cmで 深

さも40～50cmの 柱 穴である。その1～3と は異 なるもので初期 の龍峰寺 に関わる ものか

もしれない。

以上調査時の観察所見 か ら4類 型 に大別 したのであるが、水 田造成時の破壊 で共通点

があった ものが存在 したか もしれ ない。礎石跡 としないで柱跡痕 と呼称 した理 由 もそ こ

にあ り、今後の検討 を待 ちたい。

また焼 けた痕跡のみ られる柱跡痕は8、9、10、11、12、13、14、16、23、33、34、

35、36で 、他の大部分は焼 けた跡 に作 られた ものの ようにみ えた。

(3)本 堂 ・庫裏

検 出 された柱跡痕か ら、本堂 は柱跡痕1～32(14、23、32は 玄関部 と共通)が 想定 さ
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れ、南北8問 、東西6問 の建物 と判 断される。 この規模 は残 されている焼失龍 峰寺 間取

図 より東西で1問 分少 ないが、火災 の直後再建築 した ものは6×8間 とい う伝承 がある

ことか らそれ と合致す る建 物 となる。

しか し大筋で は合致す るものの柱跡痕 の配列 には若干の理解 に苦 しむ疑問点が ある。

それは南北 の列 はほぼ1問180cmの 配置 であ るの に対 して東西 の列 はそ うで ない柱 問が

あるこ とや、柱跡痕7～14の 列 では8～14が 焼 けた痕跡が残 り再建で も使 われ たのか ど

うか とい う点で ある。

庫裏 は西半の一部分 は存在 が判 明 したが、東部 は既 設住宅地 のため立合調査 区域外 と

なって全貌 は不明であ る。柱跡痕34、36～48が 庫裏 に関わる もの と思 われ るが不整 さが

み られる。 しか し焼失間取 図 と同様 に本堂、玄関、庫 裏 と柱跡痕が検出 された こ とか ら、

間取 図の ような規模 の庫 裏であった と推察 され る。柱跡痕42の 東 には、30×25cmの 範囲

に焼土がみ られ、土間であったこ とが考 え られ る。絵 図の土 間とは若干ずれてい る。

次 に本堂 と庫裏の問 に間口2問 の玄関があ ることも判 明 し、図の通 りである。玄関を

入 った土 間と考 えられ る左側 に据 えつ けた大甕の出土 があった。手洗 い、笠立 て、 防火

貯水等種 々考 え られ るが、如何 なる性格 を有す る大甕 であろうか。大甕 は火災 の際に壊

れたのか胴部上半 は器内に落ち込 んだ状 況であ り、器 内には更 にもう一個体 のi甕も入 れ

られてい た。残存 胴部径64cm、 深 さ45cmを 測 り、甕 を据 えつ けるために周 囲を大甕 の寸

法 に合 わせて6～10cm、 底面 で2cm程 の余 裕 をもって砂礫層 を掘 り凹めて据 えたこ とが

第21図5の 断面図か ら観察 で きる。大甕内には先記 の1個 体 の他 には茶褐色土 と炭化物

が混入 していた。 また断面 図か ら推察 し、第1層 の耕作土下部が当時 の玄関面で あった

と考 える と大i甕は更に12cm程 は埋 めた状態 で、 それか ら口縁部 にかけては空間 にあ った

姿 となる。

火災 に遭遇 した ことは記 したが、本堂 と玄 関部 は全体的に よく焼 けた状態が柱 跡痕 や

その周辺で観察 された。庫裏 は西半分で焼 けた痕跡が窺 えたが、東へ移 るにつれそれは

稀薄 な感 じであ った。焼 け跡 を整地 したため、柱跡痕の外側 に も焼土や炭化物 がみ られ

た。

(4)出 土遺物

数量的 に極めて少 な く、大甕、鉢、 内耳土器、鉄釘の出土 をみたのみである。

大甕(第21図1)は 記述 した玄関横 に据 え られていた ものであ る。底径22cm、 推定 口

径72cm、 器高約90cmの もので器厚 は1.5cm前 後 であ る。口縁 部 は、巾約7cmの 鍔状 の平

らな口縁 をなしている。全体的に赤褐色 を呈 し、胎土 は よい。焼成 は普通であ り、水 分

を含 んだ部分はやや脆い感 じがす る。

鉢(第21図2)は 、大甕の中に入 っていた もので、 口径44cm、 底径21cm、 器高27cmを

測 る。器厚 は1.5cmで 、口縁 部は肥厚 した鍔状の 口縁部 となってい る。胎 土、焼 成共 に

良好で、口縁 部は紫色 を帯びた赤褐色、底 部は赤褐色 を し、堅 く焼 きしまっている。
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内耳土器(第21図3)は 、口縁と底部は不明であるが推定胴部径25cm程 の大 きさであ

る。内面茶褐色、外面黒褐色を呈し、胎土、焼成共良好である。外面の黒色 はふ きこぼ

れによるこび り付 きであろう。先記の大甕や鉢に先行する土器であろう。Rト レンチ焼

土近 くからの出土である。

鉄釘(第21図4)は 長 さ5cmの 角釘であるが、錆で膨んでいる。内部芯には黒色の鉄

の部分が明確に残 り四角い断面をなしている。Bト レンチ玄関横からの出土である。

(山田瑞穂)

第16図 土層概念図 第17図 柱跡痕土層断面図

第18図 柱跡痕実測図
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第19図 調査位置図
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第20図 柱跡痕(礎 石跡)実 測図
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I

II

皿

水田耕作土

茶褐色土(水 田のシキ)

砂礫層

炭化物混入茶褐色土と甕

第21図 出土遺物
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第22図 長尾組楡村龍峰寺焼失跡礎墨引(明 治元年)
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第4章 三角原遺跡範囲確認調査

1調 査位置

A地 点 三郷村大字温6691番 地

B地 点 三郷村大字温6664番 地

2調 査期間

平成15年10月8日 困～平成15年10月9日 休)

3調 査 参加者

調査指導員:山 田瑞穂

調査員:福 嶋 嗣 ・赤羽根嘉矩 ・曽根原孝和 ・丸山善太郎 ・那須野雅好

4調 査 の 目的 と方 法

長野県埋蔵文化財センターによる三角原遺跡発掘調査で、平安期の竪穴住居趾が50軒

以上調査され、大きな集落の一端を露呈 して、集落の南限と東限はほぼ確認された もの

と考えられる。 しかしこの調査結果か ら集落は更に西方 と北方に拡がるもの とみ られる

ので、その範囲を確認するため試掘調査を実施することにした。

調査は トレンチを重機で掘 り下げ、遺構 ・遺物の存否と土層の状況を確認することに

する。

この調査に関しては、長野県埋蔵文化財センター廣田和穂氏から指導 ・助言を得た。

5調 査 地付近 の地質

住吉神社の西方に当たるこの周辺は黒沢川の末端にあたり、現在では堀廻堰 と黒沢川

は合流 しているが、黒沢川の護岸が整備 される以前は、黒沢川の氾濫で悩まされた地区

である。またこの付近は黒沢川扇状地の扇端部分にあたり、住吉神社に西接する商業施

設が建設されたとき観察されたように、最近でも何回かの氾濫がみられた場所である。

黒沢川の洪水対策の一環 として、大型の排水路建設が国の事業として行われ、その事

業に先だって埋蔵文化財発掘調査が実施された。三郷村では数少ない平安時代の集落遺

跡で、その細部は長野県埋蔵文化財センターの報告書によるが、 この調査の最後に見 ら

れた洪水の跡について述べたい。

第24図 では平安時代の遺跡を切って砂礫層が流れた跡を示 しているのが見 られる。こ

の砂礫をもたらした洪水は矢印の方向に流れていた時もあったと思われるが、洪水時に

見 られる乱流の跡の可能性もある。
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第23図 調査位犀図
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土層は厚い耕土の下に黒色バンド層があり平安時代の地表を示 している。その上の層

も砂礫を挟み、水の流れが一様でなかったことを示す。また、その下の厚い砂礫層は平

安時代前の洪水の跡を示すものと思われる。それはこの砂礫層の大部分は黒沢川の礫に

も関わらず、 この中に安山岩の礫が含まれてお り、この礫は梓川からもた らされた物だ

からである。

6A地 点の調査結果

南北 に設定 したA、Bの ト1ノンチか ら遺構の確 認及 び遺物 出土があ った。土層 は耕作

土である黒褐色土が約40cm、 茶褐色土が約30～40cm、 ローム土が約10cmで 砂利層 に続 く

のが一般 的層序 であ り、地表か らローム上面 まで は70～80cmで 、 ほぼ平坦面 を形成 して

お り安定 した土 地であったように観察 された。 しか し自然流 の流路 もあ り、一・時的に川

が存在 した ことも把握 し得た。

(1)Aト レンチ

幅2m、 長 さ100mで 設 定 し、竪穴住居;趾:1、 土坑1、 柱状 ピッ ト4、 自然流痕 を確

認 した。

竪穴住居 趾 南壁 の掘 り遷み30cmで 床面 にな り固 くしまった床面が北へ続 く。住居趾北

部 は南壁 か ら2.8mの ところで 自然流 に よって破壊 されてお り全貌不明 の住居趾 となっ

てい る。床面直上 よ り土 師器の高台付椀 の底部片(第25図1)と 杯底部片(第25図2)

の 出土があった。共に内面黒色 土器 で平安期末 に比定 される ものであるこ とか ら本住居

趾の時期 もそ こに求め られる。 自然流 はそれ以降 とい うこ とになる。

土坑 南北(短 径)120cm、 東西(長 径)150cm以 上 の楕 円形 を呈 し、深 さ60cmを 測 る。

黒褐色土が充満 してお り、 中に炭化物 の混入がみ られた。出土遺物 な し。

柱状 ピッ ト 柱状 ピッ トは次のP1～P4を 確認 したが 出土遺物 はな く、いか なる穴 かつ

か めなか った。P1は 径40cm、 深 さ30cm、 円形 を呈す る。P2は 径50cm、 深 さ20cm、 円形

を呈す る。P3は 径30cm、 深 さ20cm、 円形 を呈 す る。P4径45cm、 深、さ20cm、 円形 を呈す

る。

自然流痕 平安期末 の竪穴住居趾 を押 し流 した姿 でみ られ、川幅 は約4.9mほ どである。

(2)Bト レンチ

幅2m、 長 さ50mで 設定 し、炭化物堆積 の竪穴状遺構1箇 所 と自然流痕 が確認 された。

炭化 物堆積 の竪穴状遺構 茶褐色 で土層下部か らローム層へ かけて北壁20cmほ どの掘 り

込みがみ られ、やや 凹凸のみ られ る床面が南へ2.4m続 く。南部 は 自然流 に よって破壊

されてい る。床 面はローム混 じりの砂礫 で堅緻 とはい えないが、やや堅い面 を もち、そ

の上 に細 かい炭化物混入層が約20cm堆 積 している。調査 トレンチ 内で材質鑑定資料 とす

るような炭化物 はみ られず、炭化灰が混 じって黒色土 となった ものの ように観察 された。

出土遺物は ないが、故意 に割 ったと思われる安 山岩が十数個 出土 した。黒沢川流域 に
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第24図A地 点遺構配置図
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安山岩はないとのことだから梓川系の安山岩

になろう。

床面状の ものは2.4mほ どが検出されただ

けであ り、規模、形状等不明のためその性格

も不明といわざるを得ないが、炭窯的なもの

であろうか。自然流 によって破壊されている

ことは、先記住居趾 と同内容であり、所属時

期は川の氾濫以前ということにとどめておき

たい。おそ らく平安期のものであろう。

第25図A地 点出土土器

自然流痕 炭化物堆積 の竪穴状遺構 の南部 を切 って西 か ら東へ流 れてお り、川幅約4.3

mを 測 る。Aト レンチの 自然流痕へ続 くものである。

(3)ノ 」、系吉

幅狭い2本 の トレンチだけの調査 にもかかわ らず、竪穴住居趾1、 炭化物堆積の竪穴

状遺構1、 土坑1、 柱 穴状 ピッ ト4の 検出 をみた ことは、三角 原遺跡 の西方へ の更 なる

拡が りを確認 したこととな り大 きな試掘成果 といえる。

7B地 点の調査結果

B地 点 では幅2mの トレンチ を南北 に70m設 定 し、重機iで掘 り下 げたが遺構 ・遺物 の

検 出には至 らなか った。土層 は耕作土(黒 褐色土)約30cmで ローム土約25cmに 続 き以下

砂礫層 となるのが一般的な層序 であ り、 トレンチ北方、畑 の北境界 よ り16m辺 か ら境界

にかけて砂礫 の堆積がみ られ、 自然流の氾濫 が観察 された。

本 トレンチ でみ る限 り、三角原遺跡の集落はこの地点 まで拡が っていない もの と考 え

られる。(山 田瑞穂)
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第5章 三角原遺跡試掘調査(あ つみ野排水路)

1調 査位置

三郷村大字温 あつみ野排水路建設地

2調 査期間

平成15年11月12日 困～平成15年11月13日 困

3調 査参加者

調査指導員:山 田瑞穂

調査員:那 須野雅好 ・中田育成 ・木船 清

4調 査の 目的 と方法

長野県埋蔵文化財センターによって実施された三角原遺跡発掘調査で、平安期の竪穴

住居趾が50軒余確認されて集落規模の大 きさを示してくれた。この集落の人々の生活を

支えた生産活動の場 も関心の的で、 とりわけ水田耕作地の所在が問題視 される。集落は

黒沢川末の扇端部の河岸段丘上に営 まれてお り、その北方は段丘下に平坦な沖積地が続

くところであ り、水田趾の存在が予想される地である。その存否の確認 と更に平安期集

落の北方への拡がりや遺物の出土等を含め試掘調査を排水路建設に関わる各建設会社の

協力を得て実施することにした。

調査は水路予定地内に トレンチを設定 し、重機 による掘 り下げを行なって、遺構 ・遺

物の存否 と土層状況の把握に努めることにした。

5調 査結果

水路予 定地内 に第26図 の ように14箇 所 に トレンチ(T1～T13)を 設定 して調査 を実

施 したが、 どの トレンチか らも何 ら遺構 の確 認はな く、遺物の出土 もなか った。土層は

地点毎 に違いがあ り、大 きく三様相 の観察がで きた。即 ちその1はT1とT2、 その2は

T3～T8、 その3はT9～T13で あ る。

その1は 黒沢川扇状地最末端の河岸段丘沿いにあたる場所 で、平安期集落が北方へ続

くか注 目されたが、既 に圃場整備等 の工事が実施 された地であるため、原地形が削平 さ

れて変観 してい ることが判明 した・

T1は 仮水路設定 地に弧状 に設けた2m幅 の トレンチ である。水 田耕作土25cmの 下 は

茶褐色砂礫層 とな り、西 ・南の地続 きの原地形か らみて、明 らかに土取 りが行なわれた

水 田である。道路 をはさんだ南隣 りか らは平安期竪穴住居趾 が検 出されてお り、土取 り
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以前にはその存在が推察されるところである。

T2は 河岸段丘最縁辺部の水田に設けたもので、土層は水田耕作土20～25cm、 黒褐色

砂礫層15cm、 黄褐色粘土層30cmで 茶褐色砂礫層へ と続いている。上層の黒褐色砂礫層は

水田造成の際に地ならしされたもので、 トレ・ンチ南部にはコンクリー トや瓦、缶の投げ

込みがみ られた。

その2は 河岸段丘下の水田地で、黒沢川の押 し出した砂礫が明確 に観察 されるところ

である。水田耕作土の下に暗茶褐色の砂礫土が更にその下には暗茶褐色粘土層 と同色砂

礫層が続 くというのが一般的層序で、1.7mの 問に2回 の押 し出しを確認できる。掘 り

下げ面や断面にも水田趾等の存在は認められず、一片の遺物出土もなかった。

その3は 水田耕作土の下に黄褐色粘土層が40～70cm堆 積 し、その下に氾濫を示す黒褐

色の砂層、更に茶褐色粘土層 と交互にみ られ、1.9mま での問に3回 に及ぶ氾濫が観察

できた。粘土の堆積が示すように川の流れがよどむ地点で水田耕作可能な地 と考えられ

る。掘 り下げ面や断面には水田趾等はみられず、遺物の出土もなかった。この東方周辺

が水田地として好適ではなかったかと推察 される地である。

以上、今回の試掘では何 ら遺構および遺物の確認はなかったが、三角原遺跡の平安期

集落の北東方向への拡が りはおおむね把握できた。また、水田趾を探る上で沖積地に厚

い粘土層をもつ地域のあることを知 り得たことは大きな成果といえよう。

(山田瑞穂)

37一



第26図 試掘 トレンチ配置図
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第6章 三角原遺跡II次 発掘調査

1調 査位置

三郷村大字温6671番 地(市 町村合併により平成17年10月1日 か ら安曇野市三郷温6671番 地)

2調 査期間

平成17年9月29日 困～平成17年10月2日(日)

3調 査参加者

調査指導員 今村 克

4調 査 の経過

平成17年9月 、三郷村 に農業用倉庫建設の申請があった。申請地は三角原遺跡内にあ

り、なおかつ平成15年 に長野県埋蔵文化財センターによって大規模な発掘調査が行われ

た地点か ら北西へ30mし か離れていない場所であることから、試掘調査を行 うことにし

た。その結果、平安時代の遺物 と同時代の遺構 を検出した。そのため急遽、三郷村教育委

員会 と事業者で埋蔵文化財保護協議を実施 した結果、発掘調査 を実施することになった。

5調 査 の結果

約160㎡ を調査 し、平安 時代 の住居趾2軒 、土坑2、 ピッ ト4を 検出 ・調査 した。今

回調査 した遺構 は先述の とお り長野県埋蔵 文化財 セ ンターが調査 した集落の一部 と考 え

られる。 このため遺構 の記述、時期の段 階設定 について は野県埋蔵文化 財セ ンターに よ

る発掘調査報告書(長 野県埋蔵文化 財セ ンター2005)の 分類 基準 ・時代 観に基づ くもの

とした。

(1)第1号 住居趾

調査 区中央部 に位置 し、 ほぼ全体 を調査 で きた。

規模 ・形状 長軸5m× 短軸4.5mで やや縦 長の隅丸方形 を呈 す る。床 面積 は22.5rピ で、

1類 に分類 され る大型住居趾 である。

床面 カマ ド周辺 と北東部 に固 くたた きしめ られた部分が ある。

カマ ド 北西壁中央 にある。粘土質の土で構 築 された両袖 を検出 した。 カマ ド内覆土は、

住居趾 と同一の1層 と焼土 ・炭化物 を多 く含むH層 とに分かれる。H層 は厚 さ5～10cm

を測 る。

柱穴 住居趾 には11の ピ ッ トが検 出されたが、位 置や深 さか ら主柱穴 の可能性 が ある

ピ ッ トはP1～P3と 考 えた。深 さは、P1が19cm、P2が12cm、P3が13cmを 測 る。覆土 は大
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きく2層 に分けられる。1層 は1～3cmの 小礫を多量に含み自然堆積 と考えられる。H

層の中～上面には、小～中礫が土器片とともに一部まとまっているのが確認 された。

遺物 第1号 住居趾からは黒色土器圷、灰粕陶器椀、土師器甕が出土している。このう

ち黒色土器」不(第32図1～4)お よび土師・器小型甕は、住居杜の壁際床面上からの出土

で残存部も多い。住居趾埋没の初期段階の遺物 と考えられる。住居趾中央東部と南西部

では、こぶし大の礫 と土器片が集中して出土している。灰粕陶器椀の破片 もこの中に含

まれる。埋没の第二段階に破棄されたものと思われる。

住居趾の年代 遺物 ・住居趾の形態からこの竪穴住居の帰属時期は三角原遺跡第1段 階

(9世 紀中葉)～ 第H段 階(9世 後葉～10世紀前葉)に 位置づけられる。

(2)第2号 住居趾

調査区北部にある。遺構の大半は調査区外 にあるため、規模 ・形状は不明である。

床面 黄色土ローム上面を均質にならして床面としている。

カマ ド 未検出である。

柱穴 ピットを1箇 所検出したが、柱穴になるかは不明である。

遺物 住居趾床面から黒色土器椀、土師器小型甕が出土 している。黒色土器椀(第32図

6)は こぶ し大の礫が上に乗った状態で出土している。同じく黒色土器椀(第32図7)

は上から押 しつぶされたような状態で床面上に広がっていた。小型i甕(第32図8)は 胴

部上半が欠けているが正位で出土 している。灰粕陶器椀の破片は床面から若干浮いた位

置からの出土である。

住居趾の年代 本住居玩の時期は三角原遺跡第H段 階(9世 後葉～10世紀前葉)に 位置

づけられようか。

(3)そ の他

特記すべ き遺物 として墨書土器片 と砥石が挙げられる。墨書土器(第32図9～11)は 、
'
いずれも第1号 住居趾覆土中からの出土である。遺物整理作業中に確認できた。ただし

小片であるので、墨書が文字であるか記号なのか全体の解明はできていない。次に砥石

であるが、荒砥 と仕上砥が1個 ずつ出土している。荒砥(第32図12)は 、第1号 住居;趾:

東側の中礫が まとまって出土した地点 と同 じく、西側カマ ド寄 りの場所の覆土中から

別々に出土したものが接合 した。仕上砥(第32図13)は 第1号 住居趾検出段階で確認さ

れた。

(今村 克)

参考文献

長野県埋蔵文化財センター2005『 安曇野農業水利事業あつみ野排水路埋蔵文化財発掘調査

報告書一三角原遺跡一』農林水産省関東農政局安曇野農業水利事業所 ・長野県埋蔵文化財

センター

40一



第27図 調 査位置図
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第28図 遺構配置図
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1暗 褐 色土(1～3φ 礫多)

Il:暗 褐 色土

(焼土、黄色土ローム粒混)

1"暗 褐 色土(礫 少量)

H:褐 色土(礫 少量)

皿:黒 褐色土

IV:焼 土

第29図 第1号 住居趾:
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第30図 第1号 住居趾遺物出土状況

一44



I

H

皿

:褐色土(3～5φ 礫多)

:暗褐色土(粒 子細かく礫含まない)

暗褐色土(黄 色土混入)

遺物出土図

第31図 第2号 住居趾
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1号住居趾

2号 住居 趾:

第32図 出土遺物
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第7章 栗の木下遺跡試掘調査

1調 査位 置

三郷村大字温2180番 地1、2183番 地1、2194番 地1、2195番 地2

2調 査 日

平成15年12月1日(月)

3調 査 参加 者

調査指導員:山 田瑞穂

調査員:那 須野雅好 ・中田育成 ・有沢芳明 ・三枝由美 ・松岡信之

4調 査 の 目的 と方法

栗の木下遺跡は、周知の埋蔵文化財包蔵地であり、平安時代の土師器、須恵器、灰紬

陶器および中世の内耳土器、青銅製品、仏供具等の出土がある。本遺跡は中村太郎氏(故

人)等 によって遺物の採集が行われ、早 くから注 目されていた遺跡であり、昭和62年 圃

場整備事業に伴 う試掘調査の際、3軒 の平安時代の竪穴住居趾の存在が確認されて集落

の一・端が把握 された。

この度、土地所有者による住宅建設が本遺跡範囲内で予定されて埋蔵文化財保護協議

を実施するに至った。開発予定地である水田は、昭和62年 に発見された竪穴住居杜とは

小田多井堰 を挟んで東南隣りに位置する。この場所は該期集落の拡が りを知る上でも重

要な地であるため試掘調査を実施した。

調査は開発予定地に南北方向の トレンチを設定し、重機による掘 り下げを行なって遺

構 ・遺物の状況把握 をすることにした。試掘溝iは第33図 のように西からAT～FTと し黒

沢川の氾濫等土層観察にも努めることにした。

5調 査 の結 果

(1)土 墳

竪穴住居趾の確認はなかったが灰紬陶器をもつ土墳が検出されて平安期集落の範囲内

であることが把握できた。土墳はCト レンチ中ほどで確認 された4基 で、密集 して構築

されていた。

土墳1(第34図1)楕 円形を呈する東西120cm、 南北80cmの 大 きさで、礫 を含 む黒褐

色土層下部から茶褐色砂礫層に掘 り込みが見 られた。確認した深さは15cmで ある。北壁

か ら灰紬陶器皿(第35図1)の 完形品、中ほどか ら灰紬陶・器椀 と広口壺の破片(第35図
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2、3)の 出土があ った。皿 と椀 は伏せた状 態で高台部を上 に してい る。

土墳2(第34図2)土 墳1の 南 に接 してあ り、ほぼ円形 に近い東西90cm、 南北75cmの

規模 で深 さ15cmを 測 る。上面 に焼 けた石3個 と焼 土が1～2cmほ どみ られた。 しか し他

の石お よび土墳内部 は被熱 してお らず、焼け石 を覆土上 にのせたのか疑 問の残 る焼土 で

ある。上面中央辺 よ り焼土 と共 に灰粕 陶器椀 が2個(第35図4、5)い ずれ も完形 品で

はない ものが出土 した。土墳1と 同様 に伏せた状 態であ り意図的な ものが感 じられる。

土墳3(第34図3)土 墳2、3、4と 並んだ真 中に位置す るもので、 円形 を呈 し、東

西95cm、 南北85cmの 大 きさである。最初 か らプ ランが よく判明せず検 出に苦労 したが、

出土遺物か らして確認掘 り込みは10cm程 とな った。出土遺物 は土 師器杯(第35図6～8)、

椀(同9、10)、 須恵器大甕片(同12)、 灰粕陶・器壺底 部片(同11)、 不明鉄製 品(同13)

が ある。 図示 してないが土師器小型甕の 口縁 部 も出土 してお り推 定口径14cmで ある。6

の圷 は口縁部が欠 ける程度であるが他 はすべ て小破片 であ り完形品はない。土 師器、須

恵器、不 明鉄製 品 と量的 にも多 く土墳1、2と 若干異 なる。

土墳4(第34図4)土 墳3の 面 に接 して掘 られた もので東西90cm、 南北80cmの 円形 プ

ランで掘 り込み も5cmと 浅い確認 となった。出土遺物 はない。

(2)考 察

確認 された4基 の土墳 について若干の考察 を加 えてお きたい。

出土遺物 の土 師器圷 ・椀 ・小型甕、灰紬 陶器皿 ・椀 は10世 紀前半か ら中頃 に位置づけ

られる ものである。特 に灰粕 陶器 の多 くは東濃窯 で焼かれた ものであ り、2・4・5は

大 原2号 、1の 皿は虎渓 山1号 、3の 広 口壺 は猿投 窯 の もの との こ とであ る1。 これ ら

出土遺物 か ら土墳 の時期 も虎渓 山1号 以降、即 ち10世 紀後半に比定で きよう。

次に土墳 の性格 であるが、墓 に類す るもの と考 え 「土坑」ではな く 「土墳」 とした。

土墳墓 としては規模が小 さ く、火葬墓 としては焼 けた痕跡がな く悩 むところであるが、

土墳2の 焼土 と焼 け石の存在 を考慮 して再葬 的な ものか と考え類例の検討 を待 ちたい。

この時期 は墓所が集落内 に営 まれることか ら、集落範囲 に含 まれるこれ ら土墳 が特殊事

情 をもった家族 の墓 とも推 察 されよう。

最後 に土層 につ いて記す。基本的 には水 田耕作土(30cm)、 黒褐色及 び茶褐色 の砂礫

層(30～70cm)、 茶褐色の砂質粘土層(10～30cm)、 砂礫層 と続 く土層であるが各 トレン

チお よび トレンチの南 と北 とでは若干の違 いがみ られ る。黒沢川の氾濫 に よる もので西

のAト レンチ と東 のFト レンチで は礫の大 きさに相 当の差 があ り、東へ移行 する につれ

て礫 は小 さくなってい る。土墳 は黒褐色土砂礫層下部か ら茶褐色砂礫層 に構築 されてい

た。Aト レンチでは南か ら中ほ どにかけて瓦片 の存在 と炭化物 の入 った黒色土層 がみ ら

れて 自然 の堆積状況で はないこ とが観察 された。

(山 田瑞穂)

1市 川隆之(県 埋文センター)、百瀬新治(県 立歴史館)の 両氏よりご教示 を受けた。
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第33図 トレンチ配置図
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第34図 土墳実測図

第35図 遺物実測図
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第8章 栗の木下遺跡

(『三 郷 村 の埋 蔵 文 化 財(資 料 編)』 追 記)

平成11年12月 発刊の 『三郷村埋蔵文化財(資 料集)』の33ペ ージに栗の木下遺跡 につ

いての記載がある。「4.遺 構 ・遺物」の説明に 「昭和62年11月 、圃場整備 事業 のため

試掘確認調査を実施 したが、この時には堰西側の水田より平安期の竪穴住居趾が3軒 確

認 されている。」 と記述されているのみで遺物についての記載は何 もない。

今回その際の出土遺物の実測図作成ができたので、以下それについて記してお く。

1第1号 住居趾出土遺物

第36図 に示 した土 師器(1～5)、 須恵器(12)、 灰粕 陶器(6～11)、 磁 器(13)が

ある。 いず れ も破片で器形の判 明す る もの は、5の 土 師器の高台付 皿のみである。

1と2は 杯 の底部片で推 定底径5～6cmと なる。3と4は 高台付椀 と思 われる底部片

で底径8cm程 であ り、内面黒色 となってい る。5の 皿 は口径13.6cm、 底径7cm、 高 さ3

cmを 測 り、 内面黒色が施 されている。外面 はややざ らついた感 じで灰 白色 を呈 してい る。

灰紬 陶器6、7は 椀 の口縁 部片 と底部片で推 定口径15～16cm程 になろ う。7の 高台 は剥

落 しているが底径7cmく らいが推測 され る。8は 皿 の口縁 部片、9～11は 椀 か皿の底 部

片 である。12は 須恵器大 甕の胴部片で胎 土、焼成共 によ く堅い焼 きとなってい る。成形

時の圧痕が器 内面 にもみ られる。13は 青磁 の皿 で、粕薬 は淡 い水色が均一 にかかってお

り、 内面 に緑色 の草花 と思 われる絵柄 がある。推定 口径13cm、 底径8cm、 器 高2.5cm程

の皿 である。 この皿は土 師器、須恵器、灰粕 陶器 とは時間差が あるものである。前 回の

資料集 に記 した乗燭(ひ ょうそ く)、灯 明皿、獅子頭等18世 紀代 お よび以降の もの と同

時期 の所産で本趾へ の紛 れ込み品である。

遺物か ら本趾 は平安後期 に位置つ くものである。

2第2号 住居趾 出土遺物

第37図 に示 した土 師器(14～26)、 須 恵器(27、28)、 灰 紬 陶器(29、30)、 不 明鉄製

'品(31
、32)が ある。 いずれ も破片 で器形 の判明する もの は、20以 外 にない。

14～19は 一応圷 の器形 をとるもの とした。14は 推定 口径14cm、15は11cm程 と思 われる。

底径 は約6cmを 測 るが18は それ よりやや小 さい。20～25は 椀器形 を とるもの と思 われ、

20は 口径18cm、 底径7cm、 器高5cmで ある。他 は口縁部や底部片 であるが、20と 同 じよ

うな数値 を示す もの と考 えられる。21、25に は内面黒色処理が施 されている。26は 甕 の

底部片で径8cm、 内外 にロクロ成形痕が残 るもので胎土、焼成 ともによ く内外面 明褐色

を してい る。以上土 師器 について記 したが、いずれ もロクロ成形 による もので糸切痕が

残 っている。27は 須恵器長頚瓶 の頚部片 で推定径4cm程 であ り、口径 は7.5cmく らい に
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なろうか。胎土、焼成 ともよく堅い焼 きで、外 面灰黒色、 内面灰色 を呈 してい る。28は

圷 の底部片で推定底径6cm程 になる。胎土 はよいが焼成 は軟 らかい感 じであ る。器 内面

に赤褐色の顔料付 着があ り特筆 される。糸切痕 があ る。29、30は 灰紬 陶・器の椀 の底 部片

である。底径8cm程 であ るが、両者の高台のつ くりには若干 の差異がみ られ るし、胎 土

に29は 小石が見 られ る。内面 の粕薬 は共 にざ らついた感 じがす る。31、32は 不明鉄片 で

ある。3～5cm程 の薄い細片 で劣化が激 し く、ぼ ろぼろ して剥 げる。同一個 体 と思 われ

る ものであ り、31に は折 り返 しが施 され てい る。

遺物か ら本趾 も平安後期に位置づ け られ よう。

3第3号 住居趾出土遺物

第37図 に示 した土 師器(33、34)、 灰粕 陶器(35)が ある。共 に破片 で器形 は不 明 で

あ る。

33は 甕の口縁部片 で推定口径17cm程 になろう。胎土、焼成共 によ くて黒褐色 を呈 し、

器内外 面 にロ クロ成形痕が残 っている。34は 杯の底部片 で糸切痕が残 ってい る。底径6

cm程 で ある。35は 灰粕 陶器椀 の底部片 で底径7.5cm程 の ものであ る。灰 白色 を呈 し焼成

が よい。内外面 に汁状 の もの を垂 らしたかの ように黒褐色 の付着物がみ られ る。

出土遺物 は少ないが、第1号 お よび第2号 住居趾 と同 じ内容であ ることか ら、本趾 も

平安後期 に位置づけ られる。

4小 結

以上3つ の住居趾の出土遺物について記 したが、各住居趾の遺物に時間差はみられず、

遺物か らは同時期に所在 していた遺構 と考えられる。

土師器はすべてロクロ成形によるものであり、底面には糸切痕を残 し、高台の付 くも

のはその上に付高台を施 している。胎土に小石を含む22や茶褐色の混入物のみられる2、

17があるが、多 くの胎土 ・焼成は一般的なもので明褐色ないし茶褐色 を示 している。今

回示 した土師器は、圷 ・椀 ・皿 ・甕の器種があるが高台付の椀が量的には多 く、甕が少

ない。

須恵器は量的には少なく、器種 も大甕 ・圷 ・長頚瓶で、特殊用途が考えられるもので

ある。灰粕陶器は椀 と皿が中心となっており、日常的使用が多 くなったことを示してい

る。東濃方面 との交易が多 くなったことを示すと同時に、それらを求められる経済的な

向上も考えられる。灰粕陶器は胎土に小石を含む29が あったり、器内面にざらついた感

じで紬薬がかかった7、9、29、30等 があったりして、やや粗雑な感 じを受けるものも

ある。大量生産化への傾向を示すものではないだろうか。

これら遺物は前回報告してある遺物 と同時期の内容を示 し、10～11世 紀代 と考えたい。

(山田瑞穂)
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第36図 第1号 住居趾出土遺物
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第37図 第2、3号 住居趾出土遺物
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第9章 白山神社横遺跡試掘調査

1調 査位 置

三郷村大字明盛1586番 地1、1586番 地2

2確 認調査 日

平成16年4月15日 休)

3調 査参加 者

調査指導員:山 田瑞穂

調査員:木 船 清 ・中田育成 ・那須野雅好 ・土屋雄司

4調 査 の 目的 と方法

白山神社横遺跡は、遺跡名として 「長野県史地名表」「三郷村誌地名表」に記載があ

り、縄文期の凹石を単独出土 したことで知 られていたが、遺跡の内容は不明であった。

『三郷村埋蔵文化財(資 料集)』には、出土 した凹石の実測図が記録されているが、凹

石 というよりは石臼と呼んだ方が適切 と思われるもので、これのみ単独出土では縄文期

と特定するのも躊躇 したくなる石器である。今回、想定される遺跡範囲の南隣 りに宅地

造成が行われることになったため、上記不明点の解明を含め、遺構の存否や遺跡の範囲、

土層状況、出土遺物等を把握すべ く試掘調査を実施することにした。また、白山神社南

隣 りには、かつて円満寺なる寺が存在 した1と聞 くので、その遺構の存否 も含めて調査

に当たった。

調査は、重機で表土を掘 り下げて遺構の存否や出土遺物に留意した。

5調 査 の結果

調査地の旧水田に東西方向に2m幅 の トレンチをA・Bと2本 設定 して調査に当たっ

たが、遺構 ・遺跡は何 も確認されず、遺跡の範囲外であることが判明した。

土層は耕作土(20～25cm)の 下に黒褐色土(小 礫混 じり)がAト レンチで15～20cm、

Bト レンチで20～25cm続 き、礫層へ移行する層序 となっている。H層 の小礫混 じりの黒

褐色土は、一部分深い ところ(Aト レンチ西端、Bト レンチ西端 と中ほどで50～60cmの

厚さになる箇所あり)が 観察されたが、人為的なものではない。

1矢 野口佳郎氏ご教示。

一55一



6ま とめ

試掘調査の結果、何 ら遺構 ・遺物の確認がなく、白山神社と今回の調査地の問には耕

作地があることから、縄文期の遺跡は小範囲のものと考えられる。また、円満寺跡 も試

掘地までに及ぶ規模のものではなく、中間の耕作地内に所在した可能性が強い。

いずれにしても、今後の調査にその結果を待ちたい。

(山田瑞穂)

第38図 トレンチ配置図
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二木豊後屋敷跡試掘調査

出土遺物

調査風景 Aト レ ンチ全景(東 か ら)



五反田遺跡発掘調査

第1号 住居趾と埋甕 埋甕蓋石除去後

調査風景

第2号 住居趾

竪穴状遺構と土坑 土坑12～14完 掘



龍峰寺跡試掘調査

遺構検出 甕出土状況

甕完掘後

柱跡痕列

柱跡痕

礫石痕



三角原遺跡範囲確認調査

Aト レ ンチ第1号 住居玩 Aト レンチ土坑

Aト レンチ流路

Bト レンチと竪穴状遺構

竪穴状遺構出土安山岩 調査風景



三角原遺跡∬次発掘調査

調査前全景

調査区全景



第1号 住居趾(東 か ら)

第2号 住居趾(東 から)



第1号 住居趾遺物出土状況 第1号 住居趾遺物出土状況

第2号 住居趾遺物出土状況 第2号 住居趾遺物出土状況

砥石(左:仕 上げ砥石、右:荒 砥) 墨書土器



栗の木下遺跡試掘調査

Aト レ ンチ調査風景 Cト レンチ土墳

Cト レンチ土橿遺物出土状況 Cト レンチ十墳遺物出土状況

Cト レンチ十堰遺物出土状況
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド 北緯
oiii

東経
oiii

調査期間
調査面積
zm 調査原因

市町村 遺跡番号
ふたつぎぶんご や しきあと

二木豊後屋敷跡
めいせい

明盛 204668 36。15'39" 137。53'55" 2001/9/18 200m 宅地造成
ご たん だ いせき

五反田遺跡
お ぐら

小倉 204668 36015'54" 137050'44" 2002/9/12-9/21 72m 下水道

りゆうほう じあと

龍峰寺跡 窟 204668 36。16/08" 137。53/3" 2003/7/28 495m 個人住宅

さんかくばら いせき

三角原遺跡 窟 204668 36。16'09" 137。52/30" 2003/10/8-10/9 440m 範囲確認

さんかくばら い せき

三角原遺跡 窟 204668 36。16'32" 137。52'37" 2003/11/12-11/13 280m 農業水路

さんかくばら いせき

三角原遺跡 窟 204668 36。16/21" 137。52'36" 2005/9/26-10/2 65m 農業施設

くり き した いせき

栗の木下遺跡 窟 204668 36。15'22" 137052/56" 2003/12/1 80m 宅地造成

はくさんじんじゃよこ いせき

白山神社横遺跡
めいせい

明盛 204668 36015'35" 137。54'03" 2001/9/18 60m 宅地造成

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

二木豊後屋敷跡 城館跡 江戸時代 なし 陶磁器

五反田遺跡 集落跡 縄文時代
敷石住居趾1、

竪穴住居趾1

縄文土器(前 期、中

期)、石器
敷石住居趾を確認。

龍峰寺跡 寺院跡 江戸時代 柱痕跡
陶磁器、内耳土器、

鉄釘

明治初年の火災跡を

確認。

三角原遺跡 集落跡 平安時代 竪穴住居2
土師器、須恵器、黒

色土器、砥石

集落範囲の北西端が

ほぼ確定した。

栗の木下遺跡 集落跡 平安時代 土墳4 灰紬陶器
焼土をもつ土籏墓を

確認。

白山神社横遺跡 散布地 縄文時代 なし なし
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